
報告概要  

2010 年現在、日本における妊婦健診は、毎回超音波診断が提供されるという特異な様相を呈し

ている。一体いつから、妊婦健診に超音波診断装置が導入され、普及していったのか。また、同

装置が急速に普及・浸透していった要因は何なのか。戦後の医療制度再編と、産業構造の転換か

らみえる要因とそれに伴う諸政策を考察する。 そして、その結果、サービスの受け手である妊

婦はどう変容したのか。これまでの著者の既出報告を基に、医療テクノロジーと妊婦の身体感覚

への影響について考察する。 
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